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目的

【本事業を通じて実現したい世界】

• すべての人が「働くこと」を通じて、想い・情熱を実現することのできる世界

• 企業とNPOがパートナーとなり、次々と社会の課題を解決している世界

✓ わが国で最も優秀とされる若年層のハイポテンシャル人材は、キャリアの途上で自身の
専門分野だけにとどまらずに複線的なキャリア形成をすることが当然となっている。特
に「現実の社会課題の解決に取り組む原体験」を積むことにより、自身の持つ情熱やポ
テンシャルを社会課題の解決へと振り向けるチェンジメイカーとして育つ機会を自然と
持てている

✓ ハイポテンシャル人材の持つ最先端のスキル・知見が「社会課題の解決」へと向けられ
ることで、革新的な方法での社会課題の解決が進んでいく。その結果、「社会課題」を
資産とする「課題先進国」の日本から先進的な社会課題解決のあり方が次々と創出され、
日本が「課題解決先進国」として世界をリードできるようになっている

1



事業概要と成果物

事業概要

日本のハイポテンシャル人材（学生・若手社会人）を選抜して新興国
のNGO/社会的企業に派遣し、自身のスキルを活かして

社会課題の解決へと挑戦する

ハイポテン
シャル人材
（学生・若手
社会人）

成果物

【全体】
• 学生を含む若年層のハイポテンシャル人材が、

社会課題の現場で社会課題解決に全力で取り組
むことによって得られる気づき・学びや価値観
の変化に対する考察

• わが国の若年層ハイポテンシャル人材のスキル
とコンピテンシーが、社会課題の最前線でどの
程度貢献できるかどうかという命題に対する考
察

【派遣者】
• 新興国の厳しい環境で課題解決に挑む原体験を

通じて培われる、 圧倒的な当事者意識でゼロ
からイチを創るリーダーシップ

【派遣先団体】
• 派遣者のスキル・経験を活用した団体が取り組

む社会課題解決の加速
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従来の
トップ人材

新興国のNGO/
社会的企業

本事業が提供する価値現状の課題

✓ 単線的なキャリアでの成長を志向
していくため、能力を専門分野に
おいてしか発揮できない

✓ 日本社会にとって重要であるはず
の社会課題に対して関心を持つ機
会が限られている

✓ さまざまなリソースが限られてお
り、その結果として課題解決のソ
リューションが加速できていない

✓ 先進国で行われている最先端の技
術やテクノロジーについての情報
にアクセスがない

✓ 自身の専門分野を離れて社会課題
に挑む機会を提供することで、圧
倒的な当事者意識でゼロからイチ
をつくるリーダーシップを研鑽

✓ 社会課題を解決することに対する
強い志と情熱を育む

✓ 日本のハイポテンシャル人材と協
働する機会を通じ、目の前の課題
解決のソリューションを磨き込む

✓ 日本の有する最先端の技術やテク
ノロジーを理解し、それらを活用
して社会課題の解決を行うマイン
ドを醸成

題材とする社会課題と提供価値
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将来的な活躍が期待される日本のハイポテンシャル人材が留職プログラムを
経験することで課題解決先進国を牽引する「チェンジ・メイカー」へと成長

✓ 既に特定テーマで実績
を示し、今後の飛躍が
期待されている

✓ 一方で、専門領域に閉
じることで成長が鈍化
する心配あり

✓ 社会課題に対して特別
な意識・関心はない

✓ 新興国の厳しい環境で
課題解決に挑んだ原体
験を有し、 圧倒的な当
事者意識でゼロからイ
チを創るリーダーシッ
プを身に着けている

✓ 自身の能力を活かして
社会課題の解決に取り
組む情熱を持っている

留職プログラム

を通じて得られ

る

7つの力

ゴールを

描く力

対話する力

巻き込む力

挑戦する力やり切る力

社会課題を

理解する力

社会の未来

と組織の未

来を切り拓

く力

ハイポテンシャル人材のチェンジ・メイカーへの成長
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留職プログラムの流れ

1on1 セッション

2～3
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2018年 2019年

7月 8月 10月 12月9月 11月 1月 2月 3月

募集/
選抜

企画設計
事前
研修

現地業務

事後
研修

現地業務

現地業務

企画設計

企画設計

事前
研修

事前
研修

3名の派遣者は
それぞれ別の
地域にて活動

スケジュール

書類/面接によ
り3名の候補者

を選抜

12月～2月の間で
2か月間の

現地活動を実施

派遣先と業務内
容は希望/適性
でマッチング
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実施内容と参加者
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坪井俊輔さんの現地での様子
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新居日南恵さんの現地での様子
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葦苅晟矢さんの現地での様子
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成果：概要

達成したい状態 理由・改善/発展の方向性実際の達成度

【参加者】
既にイノベーションをけん引する起業家
たちである3名の留職者が、社会課題
の現場で自ら価値創出に挑む原体験
を積むことを通じ、より高い視座と広い
視野を獲得し、チェンジメーカーとして
更なる高みに到達している状態。

【受入先】
参加者が持っているスキルや経験、そ
して参加者が創業した企業の持つ技
術やノウハウを活かして、自団体の抱
える課題の解決が加速している状態。

【参加者】
日本にいる間は立場やポジションもあり、
また事業推進に忙殺されている彼らが、
改めて自らが働く意義や実現したい価値
について一人称で考え、実践する良い機
会となった。その結果自身のリーダーシップ
ステージを非連続に引き上げる重要なマイ
ルストンとなるネクストステップをプログラムを
通じて描くことが出来た。

【受入先】
学生ではあるものの起業家として実績の
ある3名を事業上も親和性が高い団体に
派遣したため、企業の留職者と比べても
遜色ないアウトプットを出せた。また、事業
を通じたコラボレーションを前提に現在も
継続的なやり取りが続いており、プログラム
期間に留まらない形で現地団体へのイン
パクトも生み出すことができた。

出発前に、参加者3名を一堂に会した合同研修を実
施した。ここで3名の顔合わせとチームアップを行ったこと
で、現地活動中も3名で連絡を取り合い、お互いの気
づきや学びを深め合って成長を助け合う良い循環が生
まれた。

日本では得られないような強く厳しいフィードバックを受
けたり、現地の社会課題に圧倒されたり、といった経験
を通じ、「学生起業家」というタグから解き放たれ、一人
の若者として現地に対峙し、一人称で考え・感じる機
会が多くあったこともよい影響を及ぼしていた。

今回のプログラムを通じ、留職プログラムは既に起業
家・経営者として事業を興している人材に対してもリー
ダーシップをさらに非連続に高める機会を提供できること
が分かった。これまでは大企業の若手社員向けのリー
ダーシップ研修とをメインに導入してきたが、今回のプロ
グラムの価値をしっかりと振り返って言語化し、ベン
チャー企業の経営者等に対するプログラム展開も視野
に入れていきたい。
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リーダーシップ・アセスメント

• これからの時代を切り拓くリーダに求められるリーダーシップの要素を7つに分類

し、それぞれを7段階で評価

• プログラムの前後でプロジェクトマネージャーが受入先の団体のコメント・フィー

ドバックを踏まえて評価

• 現地業務開始直後と事後研修終了後の2回の実施で変化を測定 12



企業派遣者とFCM派遣者のリーダーシップ・アセスメント値平均の比較

FCM派遣者平均企業派遣者平均
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企業派遣者とFCM派遣者の
リーダーシップ・アセスメント値平均の比較（現地業務開始直後（1回目））
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企業派遣者とFCM派遣者の
リーダーシップ・アセスメント値平均の比較（プログラム後（2回目））
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企業派遣者とFCM派遣者の伸び幅平均の比較
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留職者への満足度アンケート結果サマリ

• 留職者からの満足度は、プログラム全体、担当PMのサポートに対する
満足度とも、プログラムの平均値を上回った。

• 学生起業家という、これまでの企業の若手社員とは違う属性の留職者
に対しても、プログラムの価値を届けることが出来ることが分かった。

1
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2

2.5
3

3.5
4

4.5
5

5.5
6

6.5
7

7.5
8

8.5
9

9.5
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1 2

留職者からのフィードバックスコア

（10点満点）

系列1 系列2
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留職者への満足度アンケート結果サマリ-主なコメント

• 留学という学びの場ではなく、実際に働くこ
とを通して勉強できたところ。 働くだけでな
く現地の生活に入り込む十分な時間の余裕が
あったところ。 定期的に担当者と面談出来て、
困ったことを相談したり、考えをまとめる時
間をとれた。

• 海外のフィールドが当たり前化した

• プログラムの事前研修・事後研修があること。
特に事前研修で自分を見つめなおすことがで
き、留職中にぶつかるであろう壁を事前に可
視化できた。

• プログラムの自由度、留職先との出会い。今
回は自分のやりたいこととマッチした団体に
留職に行くことが出来た。

• 週に一回のメンタリング留職での課題・自分
の弱さなど痛いところを突かれてタジタジに
なることも多かったが、留職中長期ゴールを
見失わない機会にもなった。

• ・他のFCM派遣者との出会い。同じ時期に留
職に行っている同世代の存在は大きかった。

プログラム

全体

良かった点 改善点

• 通常のプログラムと違ってFCMは初の試みで、
ゴールが漠然としたところもあったと思いま
す。そのため、ゴールも仕事内容も個人で考
え個人で動くところが大きく、自分自身に
とってはとても良い機会になったが、プログ
ラムとしての横展開をして友人に勧めるかと
いうと、どう説明するか少し困る気がする。

• 団体が決定してから渡航までの期間が短かく
なってしまったため、ビザ申請の時間がタイ
トになってしまったこと。
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留職者への満足度アンケート結果サマリ-主なコメント

• メンタリングが非常に丁寧だった。 なおかつ、
なぜ？と毎回返してくれることで、自分自身
が思考し、見つめなおすことにつながった。

• 留職初期に壁にぶつかった時のメンタリング
ではなかなか痛いところを突かれてタジタジ
になったが、目の前のことに困っているとき
にもふと長期的なゴールの存在を思い出させ
て頂いたときが多々あり、助かった。最後の
ころはこのメンタリングが楽しみの一つだっ
た。

• 担当PMの経験などをもとに国際協力や農村開
発について多くの大事な視点をインプット頂
いたところ。

• メンタリング以外でも人のご紹介などの機会
をしてもらえたこと。

担当PMの

サポート

良かった点 改善点

• 非常に満足をしているが、今まで自分個人の
内面などをメンタリングを通して深堀りされ
た経験がなかったこともあるのだが、色々と
痛いところを突かれて、初期のころは怖い印
象もあった。
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派遣先団体への満足度アンケート結果サマリ

• ゴール達成度やスキルの適切さの項目で全体プログラム平均を下回るスコ
アになっている点は、ビジネス経験の少ない学生起業家を派遣したことに
よる結果かと思われるが、総合的には留職先からも概ね高い評価が得られ
た。
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留職先への満足度アンケート結果サマリ-主なコメント

• 学生でありながら事業を自ら持っている起業
家であるため、経営者同士という立場で、ど
うすれば社会にインパクトを与えられるか、
という意見交換ができたことはよかった。

• 自ら独立して主体的に行動をするディシプリ
ンが身についていたため、これまで受け入れ
た海外からの学生インターンと比較すると最
小限のサポートで大きな成果を出してくれた。

• プログラム後の事業を通じた継続的なコラボ
レーションについても具体的に議論が進めら
れることもあり、プログラム期間中に留まら
ない団体への貢献可能性を模索できる点は、
通常の留職プログラムと比較しても優位な点
だと思う。

プログラム

全体

良かった点 改善点

• 英語力やコミュニケーション力の土台がやや
不足していたため、特に初期段階ではキャッ
チアップに苦労した部分があった。

• 企業でのビジネス経験のある人材に比較して
も専門性や経験は乏しい部分があるため、英
語力やコミュニケーション力を受け入れ先と
して求めなければならない水準は通常のプロ
グラムと比較して高いように感じた。
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収益性・持続性について

• 本件実施に先立っては、法人向けでなく個人向けのプログラムであることによる特
にマッチング部分での工数の圧縮可能性を仮説として考えていた。実際には、派遣
先団体の候補選定にあたっては法人向けよりも工数を圧縮することが出来たものの、
3名中2名は派遣実績のない団体への派遣となったことから、事前の安全管理確認の
出張等も含め、マッチング部分での工数圧縮はほとんど起きなかった。また現地派
遣後は、通常派遣元企業側が行っている日当支給や宿泊先との経費精算等の業務も
クロスフィールズ側が行ったため、工数がむしろ法人向けプログラムよりも多くか
かることになった。

• 本プログラムの実施コストは法人向けの実施プログラムの場合とほぼ同等かやや上
ぶれする水準であった。従って、個人にチャージしてのプログラム展開は現実的で
はなく、継続するのであればスポンサー型のモデルでの実施検討が妥当。

• プログラムの価値については今回実証されたので、今後は価値の言語化を進めると
ともに、スポンサーとなりうるファンディング先を模索していくこととしたい。
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